
 2026年 5月 12日 

ポーラ化成工業の中村研究員が日本感性工学会にて優秀発表賞を受賞 

言葉と物性をつなぐ新アプローチで 
生活者の「ありのままの表現」を触り心地の設計図に 

ポーラ・オルビスグループの研究・開発・生産を担うポーラ化成工業株式会社（本社：神奈川県横浜市、社長：

片桐崇行）の中村萌研究員が、第 21 回日本感性工学会春季大会において優秀発表賞を受賞しました。消費

者の「自由な言葉」で表現される触り心地を、物性データと結び付けて設計に活かす新手法を提案した発表が

評価されたものです。現在は、この手法の化粧品設計への活用に取り組んでいます。 

【受賞演題】 

「自由記述データに基づく触覚印象と物理的特徴の対照学習 

―触りごこちを伝える『自由なことば』を設計につなぐ―」 

【受賞研究のポイント】 

触り心地は、多くの製品において重要な要素の一つです。生活者は感触の

印象を「雪のようにすっと溶ける感じ」といった自然な言葉で表現するのに対

し、開発現場ではそれを要素に分けた「評価語」や「物性値」に置き換えて製

品設計へ反映する必要があり、その接続には多大な労力がかかります。また、

その過程で微妙なニュアンスや文脈が失われてしまうことも考えられました。 

そこで本研究では、身の回りのさまざまなアイテムの触り心地を自由記述で表現したデータを数値で扱えるよう

に変換することで、言語と物性を同じ枠組みで捉える対照学習という手法を提案しました（図 1）。 

• 生活者の自由記述（例：「雪のようにすっと溶ける感じ」）を数値化し、言語と物性を一体で扱う枠組みで
触り心地を定量的に捉える手法「対照学習」を提案 

• 自由記述から、物性値の推定や、触り心地が近いアイテムの特定などが可能に 

• 評価語では捉えにくい微妙なニュアンスや文脈情報を反映できることを確認 

本手法により、これまで取りこぼされ

がちだった触覚ニーズを抽出し、触り

心地を設計に活かすための基盤づく

りが進みます。将来的にはレビューや

SNS 投稿などの自由記述も活用する

ことで、市場の潜在ニーズ把握や設

計支援の高度化につながります。 

 

【受賞者】（補足資料参照） 

中村 萌（なかむら もえ） 

ポーラ化成工業  
フロンティアリサーチセンター 研究員 

2025年にポーラ化成工業に入社し、感性研究に従事。感性、脳や中枢神経、内受容感覚などに関心を持ち、

生活者理解につながる研究に取り組んでいます。 

〔受賞者コメント〕 

本研究では、「自由な言葉」を感性の宝庫と捉え、まずは世の中にある多様な触り心地を対象に、物性と結び

付けて扱う新たな枠組みを提案しました。今後は、この知見を基盤として、化粧品ならではの繊細な触り心地や

使用文脈により焦点を当てながら、研究をさらに発展させていきたいと考えています。 

ポーラ化成工業は、グループ理念「感受性のスイッチを全開にする」のもと、化粧品の枠を越えた研究を通じて

美とコミュニケーションの発展に貢献していきます。 

 
【報道関係者の皆さまからのお問い合わせ先】（株）ポーラ･オルビスホールディングス  広報室 

広報担当 Tel 03-3563-5540／Mail webmaster@po-holdings.co.jp 
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【補足資料 1】 受賞発表について 

■発表者・所属 

中村 萌 1、野村 健太郎 2、水越 興治 1、大石 貴矢 1、池島 俊季 1、堀井 隆斗 2,3 

1：ポーラ化成工業株式会社／2：大阪大学／3：東京大学 IRCN 

■研究内容の補足 

「触り心地」は、生活者が「この化粧品を使い続けたい」と思うかどうかを左右する、大切なポイントで

す。化粧品は肌に直接触れ、毎日のように使うものです。そのため、成分による効果だけでなく、使っ

た時の感触そのものが満足度に直結します。また、製品の機能にマッチした触り心地が得られると、納

得感や信頼感が高まり、ブランド体験としての価値向上にもつながります。 

本研究では、自由記述（言語）と物性データを近づけて学習させる対照学習により、両者を同一の表

現空間で扱うことを目指しました。日本語埋め込みモデル「PLaMo」を用いた自由記述モデルは、評

価語を用いたモデルと比べ、ゼロショット推定（学習に含まれない条件での推定）において高い性能を

示しました。 

■認知発達ロボティクスの観点から感性研究に進化をもたらす共同研究 

ポーラ化成工業では、2025 年 10 月より大阪大学との共同研究を進めています。大阪大学大学院

基礎工学研究科の堀井隆斗准教授は、ヒトの感情機能の発達原理や触覚コミュニケーションを研究

しており、本共同研究でも、認知発達ロボティクスの観点を取り入れながら、感性研究とロボティクス

を横断する新たなアプローチを検討しています。今回の成果は、抽象的表現を含む文章を、モデル

化につなげるための基盤的知見の一つです。 

この観点は化粧品における感性研究に新たな広がりをもたらします。人が感じ方を形成していくま

での要素とプロセスを分解し、成り立ちから捉えることで、化粧行為を含む多様な経験に対する感じ

方をモデル化する新たなアプローチとして期待されています。 

 

参考ウェブサイト 

 

大阪大学 大学院基礎工学研究科 社会ロボット学グループ （吉川研究室）  

（https://soro.sys.es.osaka-u.ac.jp/） 

 

堀井隆斗准教授 HP 

（https://takato1414.github.io/#papers） 
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